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(57)【要約】
　光源システムは、パルス駆動の光源を有する照明部と
、前記光源をパルス駆動するための駆動パルスを発生す
る駆動回路を具備し前記照明部に着脱自在に接続される
照明制御部とを有する光源システムにおいて、前記照明
部に設けられ、前記照明部に許容される前記駆動パルス
のデューティ比を示す信号を発生する信号発生部と、前
記照明制御部に設けられ、前記駆動パルスのデューティ
比を前記信号発生部からの信号に基づくデューティ比以
下に制限する制限部と、を具備する。
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　パルス駆動の光源を有する照明部と、前記光源をパルス駆動するための駆動パルスを発
生する駆動回路を具備し前記照明部に着脱自在に接続される照明制御部とを有する光源シ
ステムにおいて、
　前記照明部に設けられ、前記照明部に許容される前記駆動パルスのデューティ比を示す
信号を発生する信号発生部と、
　前記照明制御部に設けられ、前記駆動パルスのデューティ比を前記信号発生部からの信
号に基づくデューティ比以下に制限する制限部と、
　を具備したことを特徴とする光源システム。
【請求項２】
　前記駆動回路は、入力パルスのデューティ比に一致するデューティ比の駆動パルスを発
生し、
　前記信号発生部は、前記照明部に許容される前記駆動パルスのデューティ比に一致する
デューティ比のパルスを発生し、
　前記制限部は、前記信号発生部のパルスによって許可される期間に前記入力パルスを前
記駆動回路に供給する
　ことを特徴とする請求項１に記載の光源システム。
【請求項３】
　前記制限部は、前記信号発生部のパルスと前記入力パルスとのアンド結果を前記駆動回
路に供給するアンド回路
　を具備することを特徴とする請求項２に記載の光源システム。
【請求項４】
　前記制限部は、前記信号発生部のパルスによって許可される期間に前記入力パルスを前
記駆動回路に供給するパススイッチ
　を具備することを特徴とする請求項２に記載の光源システム。
【請求項５】
　前記制限部は、トランジスタ及びインバータによって構成されるスイッチ回路によって
、前記信号発生部のパルスによって許可される期間に前記入力パルスを前記駆動回路に供
給する
　ことを特徴とする請求項２に記載の光源システム。
【請求項６】
　前記制限部は、コンパレータ及びアンプによって構成されるパルス発生回路によって、
前記信号発生部のパルスによって許可される期間に前記入力パルスを前記駆動回路に供給
する
　ことを特徴とする請求項２に記載の光源システム。
【請求項７】
　前記制限部は、ワイヤードＯＲ回路によって構成されるパルス発生回路によって、前記
信号発生部のパルスによって許可される期間に前記入力パルスを前記駆動回路に供給する
　ことを特徴とする請求項２に記載の光源システム。
【請求項８】
　前記光源のランプ電圧を矩形波に変換する波形変換部と、
　前記波形変換部の出力のデューティ比と前記駆動回路からの駆動パルスのデューティ比
とを比較することで、故障を解析する故障解析部と、
　を具備したことを特徴とする請求項１に記載の光源システム。
【請求項９】
　前記故障解析部は、前記波形変換部の出力を２値化し、２値化波形のハイレベル期間及
びローレベル期間のカウントによって前記波形変換部の出力のデューティ比を求める
　ことを特徴とする請求項８に記載の光源システム。
【請求項１０】
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　前記故障解析部の解析結果を表示するための表示制御部
　を具備したことを特徴とする請求項８に記載の光源システム。
【請求項１１】
　前記故障解析部の解析結果を記録するための記録制御部
　を具備したことを特徴とする請求項８に記載の光源システム。
【請求項１２】
　前記光源のランプ電圧を矩形波に変換する波形変換部と、
　前記波形変換部の出力のデューティ比と前記駆動回路からの駆動パルスのデューティ比
とを比較することで、故障を解析する故障解析部と、
　を具備したことを特徴とする請求項２に記載の光源システム。
【請求項１３】
　前記故障解析部の解析結果を表示するための表示制御部
　を具備したことを特徴とする請求項１２に記載の光源システム。
【請求項１４】
　前記故障解析部の解析結果を記録するための記録制御部
　を具備したことを特徴とする請求項１２に記載の光源システム。
【請求項１５】
　前記照明部は、内視鏡に設けられ
　前記照明制御部は、前記内視鏡によって得られた被写体像を画像処理するプロセッサ部
に設けられる
　ことを特徴とする請求項１に記載の光源システム。

【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、内視鏡に好適な光源システムに関する。
【背景技術】
【０００２】
　従来より、体腔内等へ細長の内視鏡を挿入して被検部位の観察や各種処置を行うように
した内視鏡が広く用いられている。このような内視鏡においては、腔内の撮影を行うため
に光源システムが採用される。光源システムとして、内視鏡の挿入部先端部にＬＥＤ等の
発光部を備えることがある。このようなＬＥＤは、内視鏡に駆動するビデオプロセッサか
らの駆動パルスによって発光する。
【０００３】
　ビデオプロセッサは、駆動パルスのデューティ比を変化させるＰＷＭ駆動によってＬＥ
Ｄを発光制御するようになっている。ＬＥＤは、発光に伴って温度上昇する特性を有して
いるので、内視鏡には、ＬＥＤの温度上昇を防ぐために例えば熱伝導率が高いセラミック
基板を採用する等の放熱対策が施されている。また、日本国特開２００７－２５２５１６
号公報においては、内視鏡の発熱制御のために、温度センサの検出結果に応じてＬＥＤの
光量を制御する技術が採用されている。
【０００４】
　ところで、内視鏡の放熱特性は、内視鏡毎に異なる。そこで、従来、ビデオプロセッサ
は、各内視鏡の放熱特性に応じて、ＬＥＤの駆動パルスのデューティ比を制御することで
、ＬＥＤの温度上昇を各内視鏡毎に規定された温度以下とするようになっている。
【０００５】
　上述したように、内視鏡の放熱特性は、内視鏡の種別に応じて変化する。そこで、ビデ
オプロセッサは、接続される内視鏡の種別を検出し、検出結果に基づいて駆動パルスのデ
ューティ比を決定する。このため、内視鏡の種別を誤検出すると、ＬＥＤの発熱量を正し
く制御することができなくなってしまう。また、ＬＥＤの駆動パルスを内視鏡に供給する
ための出力ピンがハイレベル（以下、Ｈレベルという）又はローレベル（以下、Ｌレベル
という）に固定される故障が生じた場合にも、ＬＥＤの発熱量を正しく制御することがで
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きなくなってしまう。
【０００６】
　本発明は、故障等が発生した場合でも、照明部に許容されたデューティ比以下のデュー
ティ比で照明部をパルス駆動することができる光源システムを提供することを目的とする
。
【発明の開示】
【課題を解決するための手段】
【０００７】
　本発明の一態様に係る光源システムは、パルス駆動の光源を有する照明部と、前記光源
をパルス駆動するための駆動パルスを発生する駆動回路を具備し前記照明部に着脱自在に
接続される照明制御部とを有する光源システムにおいて、前記照明部に設けられ、前記照
明部に許容される前記駆動パルスのデューティ比を示す信号を発生する信号発生部と、前
記照明制御部に設けられ、前記駆動パルスのデューティ比を前記信号発生部からの信号に
基づくデューティ比以下に制限する制限部と、を具備する。
【図面の簡単な説明】
【０００８】
【図１】本発明の第１の実施の形態に係る光源システムを示すブロック図。
【図２】第１の実施の形態の動作を説明するためのタイミングチャート。
【図３】本発明の第２の実施の形態を示すブロック図。
【図４】図３中のデューティ検出部７０の具体的な回路構成の一例を示す回路図。
【図５】図４の各部の信号波形を示す波形図。
【図６】警告制御部１００の具体例を示すブロック図。
【図７】画像処理／表示制御部１１１の具体的な構成の一例を示すブロック図。
【図８】バススイッチを使用した場合の構成を示す回路図。
【図９】図８のバススイッチ８１に代えてトランジスタ８３，８４及びインバータ８５を
採用した構成を示す回路図。
【図１０】ＡＮＤ回路２３に代えてコンパレータ９１及びアンプ９２による回路を採用し
た例を示す回路図。
【図１１】図１０の例における動作を説明するための図表。
【図１２】ＡＮＤ回路２３に代えて、ワイヤードＯＲ回路９９を採用した例を示す回路図
。
【発明を実施するための最良の形態】
【０００９】
　以下、図面を参照して本発明の実施の形態について詳細に説明する。
【００１０】
（第１の実施の形態）
　図１は本発明の第１の実施の形態に係る光源システムを示すブロック図である。本実施
の形態は、光源システムを内視鏡及びプロセッサ部からなる内視鏡装置に適用したもので
ある。なお、本実施の形態における光源システムは、パルス駆動の光源を有する照明部と
照明部を制御する照明制御部とが相互に着脱自在に構成された全てのシステムに適用可能
である。
【００１１】
　内視鏡装置は、照明部を構成する内視鏡１１と照明制御部を構成するプロセッサ部２１
とによって構成される。内視鏡１１は、管腔内等に挿入可能な細長の挿入部１２を有して
おり、挿入部１２の基端側は、図示しないコネクタによってプロセッサ部２１に着脱自在
に接続されるようになっている。このように、プロセッサ部２１には、異なる種別の内視
鏡を装着することができるようになっている。
【００１２】
　挿入部１２の先端には、管腔内等の被写体の映像を撮像するための撮像素子１３及び光
源を構成するＬＥＤ１４が配設されている。ＬＥＤ１４は、ＬＥＤ駆動回路２２によって
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駆動されて、照明光を被写体に照射することができるようになっている。撮像素子１３は
、ＣＣＤやＣＭＯＳセンサ等によって構成されており、被写体からの戻り光が撮像面に入
射され、入射した被写体光学像を光電変換し、蓄積した電荷に基づく撮像出力を順次出力
する。
【００１３】
　撮像素子１３は、プロセッサ部２１に配設された制御部３０内の同期コントローラ３１
によって同期信号を含む駆動信号が供給されて動作し、撮像出力をプロセッサ部２１に供
給する。なお、撮像出力はプロセッサ部２１内において処理され、図示しない表示部にお
いて撮像出力に基づく内視鏡画像を表示可能になっているが、図１では撮像出力を処理す
る処理回路及び表示部については図示を省略している。
【００１４】
　制御部３０には、同期コントローラ３１、調光回路３２及び内視鏡種別識別回路３３が
構成されている。制御部３０は、例えば、ＤＳＰ（Digital Signal Processing）やＦＰ
ＧＡ（Field Programmable Gate Array）等によって構成することができる。同期コント
ローラ３１は、各部を制御する同期信号を発生する。調光回路３２は、同期コントローラ
３１から同期信号が供給され、ＬＥＤ１４をパルス駆動するためのＰＷＭパルスを同期信
号に同期させて発生する。調光回路３２は、撮像素子１３の走査に同期してＰＷＭパルス
を発生するようにしてもよい。調光回路３２からのＰＷＭパルスは、制御部３０の出力端
子３４を介して出力される。
【００１５】
　本実施の形態においては、制御部３０からのＰＷＭパルスは、ＡＮＤ回路２３を介して
ＬＥＤ駆動回路２２に供給される。ＬＥＤ駆動回路２２は、入力されたＰＷＭパルスに基
づく駆動パルスを発生して、ＬＥＤ１４に供給する。ＬＥＤ１４は、駆動パルスによって
駆動されて発光する。ＬＥＤ１４は、駆動パルスのデューティ比、即ち、ＰＷＭパルスの
デューティ比に応じた発光量で発光する。従って、調光回路３２から出力するＰＷＭパル
スのデューティ比を制御することで、ＬＥＤ１４を調光制御することが可能である。
【００１６】
　ＬＥＤ１４は発光量に応じた発熱量で発熱する。ＬＥＤ１４の発熱量を内視鏡毎に管理
するために、プロセッサ部２１の制御部３０に設けられた内視鏡種別識別回路３３は、接
続されている内視鏡の種別を識別する。この識別のために、内視鏡種別識別回路３３は、
内視鏡１１から種別情報を取得するようになっている。内視鏡１１には種別情報発生部１
５が設けられている。種別情報発生部１５は、メモリや機械的なジャンパースイッチ等に
よって構成することができ、内視鏡の種別に関する種別情報を発生して、接続されている
プロセッサ部２１に供給することができるようになっている。
【００１７】
　内視鏡種別識別回路３３は、入力された種別情報に基づいて、現在接続されている内視
鏡の種別を識別し、識別結果に基づく情報を調光回路３２に出力する。上述したように、
内視鏡は、種別毎に放熱特性が異なり、放熱特性に応じて、ＬＥＤ１４の発熱量として許
容される発熱量が規定されており、この発熱量に対応してＬＥＤ１４の駆動パルスのデュ
ーティ比の上限（以下、許容デューティ比という）が内視鏡の種別毎に規定されている。
【００１８】
　調光回路３２は、内視鏡種別識別回路３３からの識別結果に基づく情報に応じて、発生
するＰＷＭパルスのデューティ比の上限を決定する。これにより、調光回路３２は、接続
されている内視鏡１１の種別に応じた許容デューティ比以下のデューティ比のＰＷＭパル
スを出力することができる。こうして、調光回路３２は、内視鏡の種別毎に、ＬＥＤ１４
の発光量、発熱量を制御可能である。
【００１９】
　ところで、種別情報の受信に失敗した場合等のように、内視鏡種別識別回路３３におい
て、接続されている内視鏡の種別を誤ってしまうことが考えられる。この場合には、調光
回路３２は、接続されている内視鏡１１の種別毎に許容されている許容デューティ比より
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も大きいデューティ比のＰＷＭパルスを発生してしまう可能性がある。また、制御部３０
の出力端子３４の故障により、出力端子３４がＨレベルに固定されてしまうことがある。
この場合にも、内視鏡１１の許容デューティ比よりも大きいデューティ比のＰＷＭパルス
が制御部３０から出力されてしまうことが考えられる。
【００２０】
　そこで、本実施の形態においては、故障や誤検出に拘わらず、ＬＥＤ１４の発光量及び
発熱量が、プロセッサ部２１に接続された内視鏡に許容された値の範囲となるように、Ｌ
ＥＤ駆動回路２２に供給するＰＷＭパルスのデューティ比を当該内視鏡に許容された許容
デューティ比以下に制限するようになっている。このようなデューティ比の制御のために
、制限部としてのＡＮＤ回路２３及び信号発生部としての固定ＰＷＭ生成部１６が設けら
れている。
【００２１】
　固定ＰＷＭ生成部１６は、同期コントローラ３１から同期信号が与えられ、内視鏡１１
に許容された許容デューティ比と同一のデューティ比の固定ＰＷＭパルスを同期信号に同
期させて発生し、ＡＮＤ回路２３に出力するようになっている。即ち、固定ＰＷＭ生成部
１６は、各内視鏡毎に、その種別に応じて規定された許容デューティ比の固定ＰＷＭパル
スを発生することになる。なお、固定ＰＷＭ生成部１６は、撮像素子１３の走査に同期し
てＰＷＭパルスを発生するようにしてもよい。本実施の形態においては、固定ＰＷＭ生成
部１６からの固定ＰＷＭパルスと、調光回路３２からのＰＷＭパルスとが同期していれば
よい。
【００２２】
　ＡＮＤ回路２３は、制御部３０からのＰＷＭパルスと、内視鏡１１に設けられた固定Ｐ
ＷＭ生成部１６からの固定ＰＷＭパルスとのアンド結果を求め、アンド結果をＬＥＤ駆動
回路２２に供給するようになっている。ＡＮＤ回路２３によって、ＬＥＤ駆動回路２２に
供給されるパルスのデューティ比は、固定ＰＷＭ生成部１６の固定ＰＷＭパルスのデュー
ティ比以下に制限される。
【００２３】
　次に、このように構成された実施の形態の動作について図２のタイミングチャートを参
照して説明する。図２（ａ）は調光回路３２が発生するＰＷＭパルスを示し、図２（ｂ）
は出力端子３４の出力を示し、図２（ｃ）は固定ＰＷＭ生成部１６の出力を示し、図２（
ｄ）はＡＮＤ回路２３の出力を示している。
【００２４】
　いま、調光回路３２によって、図２（ａ）に示すＰＷＭパルスが発生しているものとす
る。図２（ｃ）は固定ＰＷＭパルスを示しており、図２（ａ）に示すＰＷＭパルスのデュ
ーティ比は許容デューティ比よりも小さく、調光回路３２の出力は正常である。調光回路
３２のＰＷＭパルスは、出力端子３４からＡＮＤ回路２３を介してＬＥＤ駆動回路２２に
供給される。ＬＥＤ駆動回路２２は、入力されたＰＷＭパルスと同一周波数で同一デュー
ティ比の駆動パルスを発生して、ＬＥＤ１４に供給する。こうして、ＬＥＤ１４はパルス
駆動され、ＰＷＭパルスのデューティ比に応じた発光量で発光する。
【００２５】
　ここで、例えば出力端子３４の故障等により、出力端子３４の出力が図２（ｂ）に示す
ように、Ｈレベルに固定されてしまうものとする。仮に、出力端子３４の出力がそのまま
ＬＥＤ駆動回路２２に供給されると、ＬＥＤ駆動回路２２の出力のデューティ比は１００
％となり、ＬＥＤ１４の発熱量は、内視鏡１１に許容された発熱量を超えてしまう。
【００２６】
　本実施の形態においては、出力端子３４の出力は、ＡＮＤ回路２３に供給されており、
ＡＮＤ回路２３は、出力端子３４からの出力と固定ＰＷＭ生成部１６からの固定ＰＷＭパ
ルスとのアンド結果をＬＥＤ駆動回路２２に供給する。固定ＰＷＭ生成部１６からの固定
ＰＷＭパルスが、許容デューティ比のパルスであるので、ＡＮＤ回路２３の出力も許容デ
ューティ比以下のデューティ比の出力となる。図２（ｄ）に示すように、出力端子３４の
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出力がＨレベルで固定されている場合には、ＡＮＤ回路２３の出力は許容デューティ比に
一致するパルスとなる。
【００２７】
　こうして、ＬＥＤ駆動回路２２には、故障の有無に拘わらず、許容デューティ比以下の
デューティ比のパルスが入力されることになり、ＬＥＤ１４の発熱量は、内視鏡１１に許
容された発熱量以下に制限される。
【００２８】
　なお、調光回路３２からのＰＷＭパルス及び固定ＰＷＭ生成部１６からの固定ＰＷＭパ
ルスは、同期コントローラ３１からの同期信号に同期して発生しており、出力端子３４に
故障が生じていない場合には、調光回路３２からのＰＷＭパルスがそのままＬＥＤ駆動回
路２２に与えられる。また、内視鏡種別の識別に誤りが発生する場合、或いは、調光回路
３２の故障等によって、調光回路３２から許容デューティ比よりも大きいデューティ比の
ＰＷＭパルスが出力される場合でも、ＡＮＤ回路２３によって、ＬＥＤ駆動回路２２には
、固定ＰＷＭパルスの許容デューティ比のパルスが供給されることになる。
【００２９】
　このように本実施の形態においては、各内視鏡の種別毎に規定されている発熱量に対応
した許容デューティ比の固定ＰＷＭパルスを発生する固定ＰＷＭ生成部を各内視鏡に設け
、調光回路からのＰＷＭパルスと固定ＰＷＭパルスのアンド結果のパルスをＬＥＤ駆動回
路に供給するようになっており、内視鏡種別の誤判定や各部の故障等に拘わらず、各内視
鏡に許容された発熱量に対応したデューティ比以下のデューティ比でＬＥＤを駆動するこ
とができ、ＬＥＤが各内視鏡に許容された発熱量を超えて発熱することを防止することが
できる。
【００３０】
（第２の実施の形態）
　図３は本発明の第２の実施の形態を示すブロック図である。図３において図１と同一の
構成要素には同一符号を付して説明を省略する。
【００３１】
　本実施の形態はＬＥＤ１４を駆動するための信号ケーブルや回路の故障を検出すること
を可能にするものである。本実施の形態においては、プロセッサ部４１には、図１の制御
部３０に代えて制御部５０が設けられると共に、デューティ検出部７０が付加されている
。制御部５０は、図１の調光回路３２に代えて調光回路６０を採用すると共に、警告制御
部１００が付加されている。
【００３２】
　本実施の形態においても、調光回路６０はＤＳＰやＦＰＧＡ等によって構成することが
できる。調光回路６０には、ＰＷＭ生成部６２、デューティ算出部６３及び故障解析部６
４が構成されている。ＰＷＭ生成部６２は、同期コントローラ３１から同期信号が供給さ
れ、ＬＥＤ１４をパルス駆動するためのＰＷＭパルスを同期信号に同期させて発生する。
ＰＷＭ生成部６２からのＰＷＭパルスは、出力端子３４を介して出力される。また、ＰＷ
Ｍ生成部６２は、内視鏡種別識別回路３３からの識別結果に基づく情報に応じて、発生す
るＰＷＭパルスのデューティ比の上限を決定する。これにより、ＰＷＭ生成部６２は、接
続されている内視鏡１１の種別に応じた許容デューティ比以下のデューティ比のＰＷＭパ
ルスを出力することができる。こうして、ＰＷＭ生成部６２は、内視鏡の種別毎に、ＬＥ
Ｄ１４の発光量、発熱量を制御可能である。
【００３３】
　しかしながら、ＬＥＤ駆動回路２２からの駆動パルスを伝送する信号ケーブルの短絡や
開放、内視鏡種別の誤判定、出力端子３４の故障、ＰＷＭ生成部６２の故障等の種々の理
由によって、ＬＥＤ１４が正常なＰＷＭパルスによって駆動されない状況が考えられる。
そこで、本実施の形態においては、ＬＥＤ１４に発生するＬＥＤ電圧のデューティ比を検
出してＰＷＭパルスと比較することで、これらの故障の解析を行うと共に、解析結果の操
作者への提示や記録を行うことができるようになっている。
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【００３４】
　調光回路６０内のデューティ算出部６３は、デジタル処理によってＬＥＤ電圧のデュー
ティ比を算出する。デューティ検出部７０は、ＬＥＤ電圧をデジタル処理可能なデジタル
値に変換する処理を行う。即ち、デューティ検出部７０は、ＬＥＤ駆動回路２２からＬＥ
Ｄ１４に駆動パルスを供給するための一対の信号線の一方に接続されて、ＬＥＤ１４のＬ
ＥＤ電圧に対応したパルスを検出する。
【００３５】
　図４は図３中のデューティ検出部７０の具体的な回路構成の一例を示す回路図である。
また、図５は図４の各部の信号波形を示す波形図である。
【００３６】
　ＬＥＤ１４に駆動パルスを供給するＬＥＤ駆動回路２２からの一対の信号ケーブルの一
方（図４ではＬＥＤ１４のカソードケーブル）は、オペアンプ７１の正相入力端に接続さ
れる。図５（ａ）はＬＥＤ１４に流れるＬＥＤ電流波形を示し、図５（ｂ）はＬＥＤ電圧
波形を示している。
【００３７】
　オペアンプ７１は、出力端が逆相入力端に接続されて、インピーダンス変換器として作
用する。オペアンプ７１は、入力端がハイインピーダンスであり、信号ケーブルから図５
（ｂ）に示すＬＥＤ電圧を取り出す。オペアンプ７１の出力端はコンデンサＣ１を介して
オペアンプ７２の正相入力端に接続される。図５（ｂ）に示すように、ＬＥＤ電圧にはバ
イアスが付加されており、コンデンサＣ１によるＡＣカップリングによって、このバイア
ス成分が除去される。
【００３８】
　オペアンプ７２の正相入力端は、抵抗Ｒ１，Ｒ２の接続点に接続される。抵抗Ｒ１，Ｒ
２は夫々電源端子に接続され、抵抗Ｒ１，Ｒ２の接続点は所定の電圧にバイアスされる。
オペアンプ７２の出力端は、抵抗Ｒ３，Ｒ４を介して電源端子に接続され、抵抗Ｒ３，Ｒ
４の接続点はオペアンプ７２の逆相入力端に接続される。オペアンプ７２及び抵抗Ｒ３，
Ｒ４によって増幅器が構成され、この増幅器及びコンデンサＣ１及び抵抗Ｒ１，Ｒ２によ
って、オペアンプ７１の出力は、バイアスが付加されると共に増幅されて、所定のレベル
範囲で振幅が変化する信号波形に変換される。
【００３９】
　オペアンプ７２の出力端はインバータ７３に供給される。インバータ７３によって、オ
ペアンプ７２の出力端は、図５（ｃ）に示すように、Ｈレベル又はＬレベルに２値化され
た後、デューティ算出部６３に供給される。なお、インバータ７３に代えてバッファを採
用してもよい。こうして、ＬＥＤ駆動回路２２からの駆動パルスのデューティ比が検出可
能となる。
【００４０】
　デューティ算出部６３は、デューティ検出部７０の出力のＨレベル期間及びＬレベル期
間をカウントしてデューティ比を算出する。デューティ算出部６３の算出結果は故障解析
部６４に供給される。故障解析部６４には、ＰＷＭ生成部６２が生成したＰＷＭパルスの
デューティ比の情報も与えられる。
【００４１】
　故障解析部６４は、デューティ算出部６３によって求められたデューティ比と、ＰＷＭ
生成部６２が発生するＰＷＭパルスのデューティ比とを比較する。これにより、故障の解
析を行う。故障解析部６４は、デューティ算出部６３によって求められたデューティ比と
、ＰＷＭ生成部６２が発生するＰＷＭパルスのデューティ比とが一致している場合には、
故障無しと判定する。また、故障解析部６４は、これらのデューティ比が不一致の場合に
は、故障有りと判定する。
【００４２】
　例えば、故障解析部６４は、デューティ比算出部６３の出力から、デューティ検出部７
０の出力がＨレベルとＬレベルが繰り返すトグル波形でないことを検出することができる
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。即ち、デューティ検出部７０の出力がＨレベル又はＬレベルに固定されている場合には
、故障解析部６４は、ＬＥＤ１４に駆動パルスを供給する信号ケーブルのショート故障と
判断する。なお、故障解析部は６４は、デューティ検出部７０の出力がＨレベルに固定さ
れているかＬレベルに固定されているかによって、異なる故障モードであるものと判定す
る。
【００４３】
　また、故障解析部６４は、デューティ算出部６３によって求められたデューティ比と、
ＰＷＭ生成部６２が発生するＰＷＭパルスのデューティ比とが一致していない場合には、
デューティ検出部７０の出力がトグル波形でない場合とは異なる故障モードであるものと
判定する。
【００４４】
　故障解析部６４の解析結果は、警告制御部１００に供給される。警告制御部１００は、
入力された故障の解析結果をユーザに提示する。例えば、警告制御部１００は、解析結果
を画像表示可能な形態や音声出力可能な形態や記録可能な形態に変換して、表示部１００
、音声出力部１０２及び記録部１０３等に出力する。
【００４５】
　図６は警告制御部１００の具体例を示すブロック図である。また、図７は画像処理／表
示制御部１１１の具体的な構成の一例を示すブロック図である。警告制御部１００は、例
えば、画像処理／表示制御部１１１、ブザー制御部１１２、ＬＥＤ制御部１１３及び記録
制御部１１４等によって構成される。なお、図６のモニタ１１５及びＬＥＤ１１８は図３
の表示部１０１に対応し、ブザー１１６は音声出力部１０２に対応し、メモリ１１９は記
録部１０３に対応する。
【００４６】
　画像処理／表示制御部１１１は、画像処理部１２１及び警告表示画像生成部１２２によ
って構成される。画像処理部１２１には、撮像素子１３から撮像画像が供給される（図示
省略）。画像処理部１２１は、入力された撮像画像に対して所定の映像信号処理を施した
後、セレクタ１２５に出力する。
【００４７】
　警告表示画像生成部１２２は、コントローラ１２３及びメモリ１２４によって構成され
ている。メモリ１２４は、警告表示を行うための画像情報が記憶されている。コントロー
ラ１２３は、メモリ１２４から読み出した情報を画像表示するための表示画像を生成して
セレクタ１２５に出力する。
【００４８】
　セレクタ１２５には、故障解析部６４から故障の有無を示す故障検知信号が入力される
。セレクタ１２５は、故障有りの故障検知信号によって、警告表示画像生成部１２２から
の表示画像を選択して出力し、故障無しの故障検知信号によって、画像処理部１２１から
の撮像画像を選択して出力する。セレクタ１２５の出力は、モニタ１１５に供給される。
【００４９】
　これにより、モニタ１２５の表示画面には、例えば、「故障が確認されました。機器の
使用を中止し、管理センターへご連絡ください。」等の警告メッセージを表示させること
ができる。
【００５０】
　ブザー制御部１１２は、故障解析部６４から故障有りを示す故障検知信号が入力される
と、ブザー１１６にブザー音を音響出力させる。ＬＥＤ制御部１１３は、故障解析部６４
から故障有りを示す故障検知信号が入力されると、フロントパネル１１７内のＬＥＤ１１
８を例えば点滅表示させる。また、記録制御部１１４は、入力された解析結果を記録する
ための記録データに変換してメモリ１１９に与える。これにより、メモリ１１９において
、故障の解析結果が記録される。なお、メモリ１０３としては不揮発性のメモリを採用す
ることができる。
【００５１】
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　なお、故障解析部６４の解析結果で示された故障モードに応じて、制御部５０は、ＬＥ
Ｄ駆動回路停止、内視鏡への電源供給の停止、ユーザへ故障通知等の１つ以上の対処を自
動的に実行するようにしてもよい。
【００５２】
　このように、本実施の形態においては、第１の実施の形態と同様の効果が得られると共
に、ＬＥＤを駆動するための信号ケーブルや回路の故障を検出して、故障の種類を解析す
ることができ、その解析結果をユーザに提示することが可能である。
【００５３】
　ところで、上記各実施の形態においては、ＡＮＤ回路２３に制御部３０，５０からのＰ
ＷＭパルスと固定ＰＷＭパルスを与えることで、駆動パルスのデューティ比が固定ＰＷＭ
パルスのデューティ比以上とならないように制御した。デューティ比を制限するためにＡ
ＮＤ回路２３を用いたが、他の素子を用いることも可能である。例えば、ＡＮＤ回路２３
に代えてバスラインを高速にスイッチングするバススイッチを採用してもよい。
【００５４】
　図８はバススイッチを使用した場合の構成を示す回路図である。制御部３０，５０から
のＰＷＭパルスは、バススイッチ８１を介してＬＥＤ駆動回路２２に供給される。バスス
イッチ８１は固定ＰＷＭパルスによってオン，オフ制御され、固定ＰＷＭパルスのＨレベ
ルでオンとなり、Ｌレベルでオフとなる。固定ＰＷＭパルスのＬレベル期間には、バスス
イッチ８１の出力はＬレベルである。即ち、固定ＰＷＭパルスのＨレベル期間にのみ、Ｈ
レベルが伝送されることになり、ＬＥＤ駆動回路２２に供給されるパルスのデューティ比
は、固定ＰＷＭパルスのデューティ比以下に制限される。
【００５５】
　図９は図８のバススイッチ８１に代えてトランジスタ８３，８４及びインバータ８５を
採用した構成を示す回路図である。Ｐ型トランジスタ８４のゲートには、固定ＰＷＭパル
スがそのまま供給され、Ｎ型トランジスタ８３のゲートには、固定パルスＰＷＭパルスが
インバータ８５によって反転されて供給される。トランジスタ８３，３４は、固定ＰＷＭ
パルスのＨレベルでオンとなって制御部３０，５０からのＰＷＭパルスをＬＥＤ駆動回路
２２に伝送し、ＬレベルでオフとなってＰＷＭパルスの伝送を阻止する。これにより、Ｌ
ＥＤ駆動回路２２に供給されるパルスのデューティ比は、固定ＰＷＭパルスのデューティ
比以下に制限される。
【００５６】
　図１０はＡＮＤ回路２３に代えてコンパレータ９１及びアンプ９２による回路を採用し
た例を示す回路図である。図１０の例では、制御部３０，５０からのＰＷＭパルスのＨレ
ベルは３．３Ｖ、Ｌレベルは０Ｖであり、種別情報発生部１５からの固定ＰＷＭパルスは
Ｈレベルが１Ｖ、Ｌレベルが０Ｖであるものとして説明する。図１１は図１０の例におけ
る動作を説明するための図表である。なお、図１１ではＯＮがＨレベルであり、ＯＦＦが
Ｌレベルであるものとする。
【００５７】
　固定ＰＷＭパルスのデューティ比は、許容デューティ比であるので、図１１に示すよう
に、制御部３０，５０からのＰＷＭパルスがＨレベルの期間に、固定ＰＷＭパルスがＬレ
ベルとなることはない。０Ｖの固定ＰＷＭパルスは、アンプ９２、コンデンサＣ１１及び
抵抗Ｒ１２，Ｒ１３によって構成されたレベル変換回路９３によって１Ｖに変換される。
また、１Ｖの固定ＰＷＭパルスは、レベル変換回路９３によって２Ｖに変換される。
【００５８】
　コンパレータ９１の正相入力端に、０Ｖ（Ｌレベル）のＰＷＭパルスが供給される期間
には、逆相入力端には、１Ｖ（Ｌレベル）又は２Ｖ（Ｈレベル）の固定ＰＷＭパルスが入
力される。この場合には、コンパレータ９１の出力は０Ｖである。
【００５９】
　また、コンパレータ９１の正相入力端に、３．３Ｖ（Ｈレベル）のＰＷＭパルスが供給
される期間には、逆相入力端には、必ず２Ｖ（Ｈレベル）の固定ＰＷＭパルスが入力され
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る。この場合には、コンパレータ９１の出力は、電源電圧（Ｈレベル）となる。
【００６０】
　こうして、ＬＥＤ駆動回路２２に供給されるパルスのデューティ比は、固定ＰＷＭパル
スのデューティ比以下に制限される。
【００６１】
　図１２はＡＮＤ回路２３に代えて、ワイヤードＯＲ回路９９を採用した例を示す回路図
である。図１２の例の場合には、調光回路３２，６０は、ＬＥＤ１４への電力供給期間（
以下、ＯＮ期間という）にＬレベルで、非電力供給期間（以下、ＯＦＦ期間という）にＨ
レベルのＰＷＭパルスを発生するものとする。同様に、固定ＰＷＭパルスも、ＯＮ期間に
Ｌレベルで、ＯＦＦ期間にＨレベルであるものとする。
【００６２】
　調光回路３２，６０からのＰＷＭパルスは、オープンドレイン出力のトランジスタ９６
を介してインバータ９８に出力される。また、固定ＰＷＭパルスは、オープンドレイン出
力のトランジスタ９７を介してインバータ９８に供給される。なお、調光回路３２，６０
及びトランジスタ９６はＤＳＰ９５内に構成されている。
【００６３】
　オープンドレイン出力のトランジスタ９６，９７の出力端は、プルアップ抵抗Ｒ１５を
介して電源端子に接続されており、トランジスタ９６，９７及びプルアップ抵抗Ｒ１５に
よって、ワイヤードＯＲ回路９９が構成される。ワイヤードＯＲ回路９９の出力はインバ
ータ９８によって反転された後、ＬＥＤ駆動回路２２に供給される。なお、トランジスタ
９７の入力端は、内視鏡が未接続の場合にＬＥＤ駆動回路２２の入力をＬレベルに維持す
るために、プルアップ抵抗Ｒ１６を介して電源端子に接続されている。
【００６４】
　ワイヤードＯＲ回路９９の出力は、調光回路３２，６０からのＰＷＭパルスのＬレベル
期間及び固定ＰＷＭパルスのＬレベル期間にはＬレベルとなる。このＬレベルのパルスは
、インバータ９８によって反転さて、ＬＥＤ駆動回路２２に供給されて、ＬＥＤ１４に電
力が供給される。
【００６５】
　また、調光回路３２，６０からのＰＷＭパルスの論理レベルに拘わらず、固定ＰＷＭパ
ルスのＨレベル期間にはワイヤードＯＲ回路９９の出力はＨレベルとなる。従って、固定
ＰＷＭパルスのＨレベル期間には、ＬＥＤ駆動回路２２にはＬレベルが供給されることに
なり、駆動パルスのデューティ比が固定ＰＷＭパルスのＨレベル期間によって制限される
。こうして、ＬＥＤ駆動回路２２に供給されるパルスのデューティ比は、固定ＰＷＭパル
スのデューティ比以下に制限される。
【００６６】

　本出願は、２０１２年９月４日に日本国に出願された特願２０１２－１９４４２８号を
優先権主張の基礎として出願するものであり、上記の開示内容は、本願明細書、請求の範
囲、図面に引用されたものとする。
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【図１】 【図２】

【図３】 【図４】
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【図５】 【図６】

【図７】

【図８】

【図９】

【図１０】

【図１１】

【図１２】
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【手続補正書】
【提出日】平成26年2月26日(2014.2.26)
【手続補正１】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】０００７
【補正方法】変更
【補正の内容】
【０００７】
　本発明の一態様に係る光源システムは、パルス駆動の光源が構成された照明部を有する
内視鏡と、前記光源をパルス駆動するための駆動パルスを発生する駆動回路を具備し前記
内視鏡に着脱自在に接続される照明制御部とを有する光源システムにおいて、前記照明部
に設けられ、前記内視鏡に関する種別情報を発生する種別情報発生部と、前記照明部に設
けられ、前記種別情報に対応する前記照明部に許容される前記駆動パルスのデューティ比
を示す信号を発生する信号発生部と、前記照明制御部に設けられ、前記種別情報発生部か
ら前記種別情報を受信し、前記種別情報に基づいて、前記内視鏡の種別を識別する内視鏡
種別識別部と、前記内視鏡種別識別部からの識別結果に基づく情報に応じた前記照明部に
許容される許容デューティ比以下のデューティ比の前記調光駆動パルスを出力する調光部
と、前記照明制御部に設けられ、前記調光部から入力された前記調光駆動パルスのデュー
ティ比に対して、前記信号発生部からの信号に基づくデューティ比以下に制限した前記駆
動パルスを出力する制限部と、を具備する。
【手続補正２】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００１１
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００１１】
　内視鏡装置は、照明部を有する内視鏡１１と照明制御部を有するプロセッサ部２１とに
よって構成される。内視鏡１１は、管腔内等に挿入可能な細長の挿入部１２を有しており
、挿入部１２の基端側は、図示しないコネクタによってプロセッサ部２１に着脱自在に接
続されるようになっている。このように、プロセッサ部２１には、異なる種別の内視鏡を
装着することができるようになっている。
【手続補正３】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　パルス駆動の光源が構成された照明部を有する内視鏡と、前記光源をパルス駆動するた
めの駆動パルスを発生する駆動回路を具備し前記内視鏡に着脱自在に接続される照明制御
部とを有する光源システムにおいて、
　前記照明部に設けられ、前記内視鏡に関する種別情報を発生する種別情報発生部と、
　前記照明部に設けられ、前記種別情報に対応する前記照明部に許容される前記駆動パル
スのデューティ比を示す信号を発生する信号発生部と、
　前記照明制御部に設けられ、前記種別情報発生部から前記種別情報を受信し、前記種別
情報に基づいて、前記内視鏡の種別を識別する内視鏡種別識別部と、
　前記内視鏡種別識別部からの識別結果に基づく情報に応じた前記照明部に許容される許
容デューティ比以下のデューティ比の前記調光駆動パルスを出力する調光部と、
　前記照明制御部に設けられ、前記調光部から入力された前記調光駆動パルスのデューテ
ィ比に対して、前記信号発生部からの信号に基づくデューティ比以下に制限した前記駆動
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パルスを出力する制限部と、
　を具備したことを特徴とする光源システム。
【請求項２】
　前記駆動回路は、前記調光駆動パルスのデューティ比に一致するデューティ比の駆動パ
ルスを発生し、
　前記信号発生部は、前記照明部に許容される前記駆動パルスのデューティ比に一致する
デューティ比のパルスを発生し、
　前記制限部は、前記信号発生部のパルスによって許可される期間に前記調光駆動パルス
を前記駆動回路に供給する
　ことを特徴とする請求項１に記載の光源システム。
【請求項３】
　前記制限部は、前記信号発生部のパルスと前記調光駆動パルスとのアンド結果を前記駆
動回路に供給するアンド回路
　を具備することを特徴とする請求項２に記載の光源システム。
【請求項４】
　前記制限部は、前記信号発生部のパルスによって許可される期間に前記調光駆動パルス
を前記駆動回路に供給するパススイッチ
　を具備することを特徴とする請求項２に記載の光源システム。
【請求項５】
　前記制限部は、トランジスタ及びインバータによって構成されるスイッチ回路によって
、前記信号発生部のパルスによって許可される期間に前記調光駆動パルスを前記駆動回路
に供給する
　ことを特徴とする請求項２に記載の光源システム。
【請求項６】
　前記制限部は、コンパレータ及びアンプによって構成されるパルス発生回路によって、
前記信号発生部のパルスによって許可される期間に前記調光駆動パルスを前記駆動回路に
供給する
　ことを特徴とする請求項２に記載の光源システム。
【請求項７】
　前記制限部は、ワイヤードＯＲ回路によって構成されるパルス発生回路によって、前記
信号発生部のパルスによって許可される期間に前記調光駆動パルスを前記駆動回路に供給
する
　ことを特徴とする請求項２に記載の光源システム。
【請求項８】
　前記光源のランプ電圧を矩形波に変換する波形変換部と、
　前記波形変換部の出力のデューティ比と前記駆動回路からの駆動パルスのデューティ比
とを比較することで、故障を解析する故障解析部と、
　を具備したことを特徴とする請求項１に記載の光源システム。
【請求項９】
　前記故障解析部は、前記波形変換部の出力を２値化し、２値化波形のハイレベル期間及
びローレベル期間のカウントによって前記波形変換部の出力のデューティ比を求める
　ことを特徴とする請求項８に記載の光源システム。
【請求項１０】
　前記故障解析部の解析結果を表示するための表示制御部
　を具備したことを特徴とする請求項８に記載の光源システム。
【請求項１１】
　前記故障解析部の解析結果を記録するための記録制御部
　を具備したことを特徴とする請求項８に記載の光源システム。
【請求項１２】
　前記光源のランプ電圧を矩形波に変換する波形変換部と、
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　前記波形変換部の出力のデューティ比と前記駆動回路からの駆動パルスのデューティ比
とを比較することで、故障を解析する故障解析部と、
　を具備したことを特徴とする請求項２に記載の光源システム。
【請求項１３】
　前記故障解析部の解析結果を表示するための表示制御部
　を具備したことを特徴とする請求項１２に記載の光源システム。
【請求項１４】
　前記故障解析部の解析結果を記録するための記録制御部
　を具備したことを特徴とする請求項１２に記載の光源システム。
【請求項１５】
　前記照明制御部は、前記内視鏡によって得られた被写体像を画像処理するプロセッサ部
に設けられる
　ことを特徴とする請求項１に記載の光源システム。
【手続補正書】
【提出日】平成26年7月10日(2014.7.10)
【手続補正１】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】０００７
【補正方法】変更
【補正の内容】
【０００７】
　本発明の一態様に係る光源システムは、パルス駆動の光源が構成された照明部を有する
内視鏡と、前記光源をパルス駆動するための駆動パルスを発生する駆動回路を具備し前記
内視鏡に着脱自在に接続される照明制御部とを有する光源システムにおいて、前記内視鏡
と前記照明制御部とを着脱自在に接続する接続部と、前記内視鏡に設けられ、前記内視鏡
に関する種別情報を発生する種別情報発生部と、前記内視鏡に設けられ、前記内視鏡の種
別に応じて規定された前記種別情報に対応する前記照明部に許容される前記駆動パルスの
デューティ比を示す信号を発生する信号発生部と、前記照明制御部に設けられ、前記接続
部を介して前記種別情報発生部から前記種別情報を受信し、受信した前記種別情報に基づ
いて、前記内視鏡の種別を識別する内視鏡種別識別部と、前記照明制御部に設けられ、前
記内視鏡種別識別部からの識別結果に基づく情報に応じた前記照明部に許容される許容デ
ューティ比以下のデューティ比の調光駆動パルスを出力する調光部と、前記照明制御部に
設けられ、前記調光部からの前記調光駆動パルスと前記信号発生部からの前記照明部に許
容される前記駆動パルスのデューティ比を示す信号とが入力され、前記調光部から入力さ
れた前記調光駆動パルスを、前記信号発生部からの信号に基づくデューティ比以下のデュ
ーティ比に制限して前記駆動回路に与えて前記駆動パルスを出力させる制限部と、を具備
する。
【手続補正２】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　パルス駆動の光源が構成された照明部を有する内視鏡と、前記光源をパルス駆動するた
めの駆動パルスを発生する駆動回路を具備し前記内視鏡に着脱自在に接続される照明制御
部とを有する光源システムにおいて、
　前記内視鏡と前記照明制御部とを着脱自在に接続する接続部と、
　前記内視鏡に設けられ、前記内視鏡に関する種別情報を発生する種別情報発生部と、
　前記内視鏡に設けられ、前記内視鏡の種別に応じて規定された前記種別情報に対応する
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前記照明部に許容される前記駆動パルスのデューティ比を示す信号を発生する信号発生部
と、
　前記照明制御部に設けられ、前記接続部を介して前記種別情報発生部から前記種別情報
を受信し、受信した前記種別情報に基づいて、前記内視鏡の種別を識別する内視鏡種別識
別部と、
　前記照明制御部に設けられ、前記内視鏡種別識別部からの識別結果に基づく情報に応じ
た前記照明部に許容される許容デューティ比以下のデューティ比の調光駆動パルスを出力
する調光部と、
　前記照明制御部に設けられ、前記調光部からの前記調光駆動パルスと前記信号発生部か
らの前記照明部に許容される前記駆動パルスのデューティ比を示す信号とが入力され、前
記調光部から入力された前記調光駆動パルスを、前記信号発生部からの信号に基づくデュ
ーティ比以下のデューティ比に制限して前記駆動回路に与えて前記駆動パルスを出力させ
る制限部と、
　を具備したことを特徴とする光源システム。
【請求項２】
　前記駆動回路は、前記調光駆動パルスのデューティ比に一致するデューティ比の駆動パ
ルスを発生し、
　前記信号発生部は、前記照明部に許容される前記駆動パルスのデューティ比に一致する
デューティ比のパルスを発生し、
　前記制限部は、前記信号発生部のパルスによって許可される期間に前記調光駆動パルス
を前記駆動回路に供給する
　ことを特徴とする請求項１に記載の光源システム。
【請求項３】
　前記制限部は、前記信号発生部のパルスと前記調光駆動パルスとのアンド結果を前記駆
動回路に供給するアンド回路
　を具備することを特徴とする請求項２に記載の光源システム。
【請求項４】
　前記制限部は、前記信号発生部のパルスによって許可される期間に前記調光駆動パルス
を前記駆動回路に供給するパススイッチ
　を具備することを特徴とする請求項２に記載の光源システム。
【請求項５】
　前記制限部は、トランジスタ及びインバータによって構成されるスイッチ回路によって
、前記信号発生部のパルスによって許可される期間に前記調光駆動パルスを前記駆動回路
に供給する
　ことを特徴とする請求項２に記載の光源システム。
【請求項６】
　前記制限部は、コンパレータ及びアンプによって構成されるパルス発生回路によって、
前記信号発生部のパルスによって許可される期間に前記調光駆動パルスを前記駆動回路に
供給する
　ことを特徴とする請求項２に記載の光源システム。
【請求項７】
　前記制限部は、ワイヤードＯＲ回路によって構成されるパルス発生回路によって、前記
信号発生部のパルスによって許可される期間に前記調光駆動パルスを前記駆動回路に供給
する
　ことを特徴とする請求項２に記載の光源システム。
【請求項８】
　前記光源のランプ電圧を矩形波に変換する波形変換部と、
　前記波形変換部の出力のデューティ比と前記駆動回路からの駆動パルスのデューティ比
とを比較することで、故障を解析する故障解析部と、
　を具備したことを特徴とする請求項１に記載の光源システム。
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【請求項９】
　前記故障解析部は、前記波形変換部の出力を２値化し、２値化波形のハイレベル期間及
びローレベル期間のカウントによって前記波形変換部の出力のデューティ比を求める
　ことを特徴とする請求項８に記載の光源システム。
【請求項１０】
　前記故障解析部の解析結果を表示するための表示制御部
　を具備したことを特徴とする請求項８に記載の光源システム。
【請求項１１】
　前記故障解析部の解析結果を記録するための記録制御部
　を具備したことを特徴とする請求項８に記載の光源システム。
【請求項１２】
　前記光源のランプ電圧を矩形波に変換する波形変換部と、
　前記波形変換部の出力のデューティ比と前記駆動回路からの駆動パルスのデューティ比
とを比較することで、故障を解析する故障解析部と、
　を具備したことを特徴とする請求項２に記載の光源システム。
【請求項１３】
　前記故障解析部の解析結果を表示するための表示制御部
　を具備したことを特徴とする請求項１２に記載の光源システム。
【請求項１４】
　前記故障解析部の解析結果を記録するための記録制御部
　を具備したことを特徴とする請求項１２に記載の光源システム。
【請求項１５】
　前記照明制御部は、前記内視鏡によって得られた被写体像を画像処理するプロセッサ部
に設けられる
　ことを特徴とする請求項１に記載の光源システム。



(19) JP WO2014/038251 A1 2014.3.13

10

20

30

40

【国際調査報告】



(20) JP WO2014/038251 A1 2014.3.13

10

20

30

40



(21) JP WO2014/038251 A1 2014.3.13

10

フロントページの続き

(81)指定国　　　　  AP(BW,GH,GM,KE,LR,LS,MW,MZ,NA,RW,SD,SL,SZ,TZ,UG,ZM,ZW),EA(AM,AZ,BY,KG,KZ,RU,TJ,T
M),EP(AL,AT,BE,BG,CH,CY,CZ,DE,DK,EE,ES,FI,FR,GB,GR,HR,HU,IE,IS,IT,LT,LU,LV,MC,MK,MT,NL,NO,PL,PT,RO,R
S,SE,SI,SK,SM,TR),OA(BF,BJ,CF,CG,CI,CM,GA,GN,GQ,GW,ML,MR,NE,SN,TD,TG),AE,AG,AL,AM,AO,AT,AU,AZ,BA,BB,
BG,BH,BN,BR,BW,BY,BZ,CA,CH,CL,CN,CO,CR,CU,CZ,DE,DK,DM,DO,DZ,EC,EE,EG,ES,FI,GB,GD,GE,GH,GM,GT,HN,HR,H
U,ID,IL,IN,IS,JP,KE,KG,KM,KN,KP,KR,KZ,LA,LC,LK,LR,LS,LT,LU,LY,MA,MD,ME,MG,MK,MN,MW,MX,MY,MZ,NA,NG,NI
,NO,NZ,OM,PA,PE,PG,PH,PL,PT,QA,RO,RS,RU,RW,SC,SD,SE,SG,SK,SL,SM,ST,SV,SY,TH,TJ,TM,TN,TR,TT,TZ,UA,UG,
US,UZ,VC

(72)発明者  河野　秀太郎
            東京都渋谷区幡ヶ谷２丁目４３番２号　オリンパスメディカルシステムズ株式会社内
Ｆターム(参考) 2H040 BA11  CA03  CA04 
　　　　 　　  4C161 BB02  CC06  FF40  JJ17  JJ18  LL02  NN01  NN05  QQ02  QQ06 
　　　　 　　        QQ09  RR03  RR22  SS22  WW11  YY14 

（注）この公表は、国際事務局（ＷＩＰＯ）により国際公開された公報を基に作成したものである。なおこの公表に
係る日本語特許出願（日本語実用新案登録出願）の国際公開の効果は、特許法第１８４条の１０第１項(実用新案法 
第４８条の１３第２項）により生ずるものであり、本掲載とは関係ありません。



专利名称(译) 光源系统

公开(公告)号 JPWO2014038251A1 公开(公告)日 2016-08-08

申请号 JP2014509962 申请日 2013-05-21

[标]申请(专利权)人(译) 奥林巴斯医疗株式会社

申请(专利权)人(译) オリンパスメディカルシステムズ株式会社

[标]发明人 香川涼平
高橋秀次
河野秀太郎

发明人 香川 涼平
高橋 秀次
河野 秀太郎

IPC分类号 A61B1/06 A61B1/04 G02B23/26

CPC分类号 A61B1/0684 A61B1/00006 A61B1/00055 A61B1/00059 A61B1/0676 H05B45/37 Y02B20/346 A61B1
/04 A61B1/0661

FI分类号 A61B1/06.A A61B1/04.362.J G02B23/26.B

F-TERM分类号 2H040/BA11 2H040/CA03 2H040/CA04 4C161/BB02 4C161/CC06 4C161/FF40 4C161/JJ17 4C161
/JJ18 4C161/LL02 4C161/NN01 4C161/NN05 4C161/QQ02 4C161/QQ06 4C161/QQ09 4C161/RR03 
4C161/RR22 4C161/SS22 4C161/WW11 4C161/YY14

代理人(译) 伊藤 进
长谷川 靖
ShinoUra修

优先权 2012194428 2012-09-04 JP

其他公开文献 JP5629036B2

外部链接 Espacenet

摘要(译)

光源系统包括：照明单元，其具有脉冲驱动的光源；照明控制单元，其
包括用于产生用于对光源进行脉冲驱动的驱动脉冲的驱动电路；以及照
明控制单元，其可拆卸地连接至照明单元。 在照明单元中，信号产生单
元产生指示照明单元中允许的驱动脉冲的占空比的信号，并且照明控制
单元产生驱动脉冲的占空比。 以及限制单元，其基于来自发电单元的信
号将占空比限制为等于或小于占空比的值。

https://share-analytics.zhihuiya.com/view/5fd403b3-517e-4a4d-9315-4db58725cc30
https://worldwide.espacenet.com/patent/search/family/050236875/publication/JPWO2014038251A1?q=JPWO2014038251A1

